


�とする。つぎに関数�に接続する関数�を与え，歯形を
回転方向に回転させる。そのときの雄ロータ上での創成
関数を関数�とする。駆動側歯面では，雄ロータ上の関
数�，または雌ロータ上の関数�回転方向に回転させる。そぱ 癬éタ上フ成










